
商船三井は2014年度に創業130周年を迎えました。この年にスタートした

中期経営計画「STEER FOR 2020」のもと、事業ポートフォリオ、事業モデル、事業領域の変革を通じ、

次の130年に向けた歩みを進めています。
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見通しに関する注意事項
このアニュアルレポートには、商船三井の将来についての計画や戦略、業績に関する予想及び見通しの記述が含まれております。これらの記述は過去の事実ではなく、
当社が現時点（*）で把握可能な情報から判断した仮定及び所信に基づく見込みです。また経済動向、海運業界における厳しい競争、市場需要、燃料価格、為替レート、税
制や諸制度などに関するリスクや不確実性を含んでいます。このため実際の業績は当社の見込みとは異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。
（*）特にことわりがない限り2015年6月23日時点。
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編集方針

今回のアニュアルレポートでは、海運業の特性や社会的意義、当社の目指す価値創造をご理解いただ

くための巻頭特集及び、中期経営計画「STEER FOR 2020」完遂に向けての課題の一つである「LNG船

船員の育成」についての特集を組んでいます。また、長期的な当社の価値創造をご説明するため国際統

合報告フレームワークも参考にしながら、次の130年に向けて前進する当社の戦略を深くご理解いた

だけるよう努めました。

商船三井のコミュニケーションツール
当社では、ステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを促進するためのツールとして、以下の冊子を発行しています。
最新版は当社ホームページよりご覧いただけます。

　 http://www.mol.co.jp/ir-j/ アニュアルレポート
 インベスターガイドブック
 マーケット・データ

　 http://www.mol.co.jp/csr-j/ 安全・環境・社会報告書
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1989年
ジャパンラインと
山下新日本汽船が
合併し、ナビック
スライン発足 

1964年
大阪商船と三井船舶が
合併し、大阪商船三井船舶発足

1999年
大阪商船三井船舶と
ナビックスラインが
合併し、商船三井発足 

2009年
次世代船構想
「船舶維新」
プロジェクトを発表 

2015年
「MOL CHART」
を策定 

MOL 130年：挑戦と変革の歴史

1884年 
大阪商船設立 

大阪商船本社（大阪府北区富島町）
1968年
フルコンテナ船
サービス開始 

「あめりか丸」（700個型）

1995年
初のダブルハルタンカー
「ATLANTIC LIBERTY」竣工

2012年
世界初のハイブリッド
自動車船
「EMERALD ACE」竣工 

2004年
「長期ビジョン」を策定

2001年
「グループ企業理念」
を策定

2014年
創業130周年 

1961年 
世界初の全自動化船
「金華山丸」竣工

1965年
日本初の自動車専用船
「追浜丸」就航 

1983年
日本初のメタノール
専用船「甲山丸」就航 

1984年
LNG船「泉州丸」就航 

2007年 
世界最大級鉄鉱石船
「BRASIL MARU」竣工 

商船三井は130年以上の長きにわたって航海を続けてきました。その間、時代の要請と顧客のニーズを先取りし、時に

様々な困難を克服しながら、世界最大級の総合海運企業に成長してきました。それを支えてきたものは「挑戦と変革」

の精神であり、得たものは顧客をはじめとするステークホルダーからの「信頼」です。これら何物にも代えがたい財産

を活かしながら、中期経営計画に掲げる「変革を通じた確かな成長」を実現し、次の130年に向けて前進していきます。

長期ビジョン

世界の海運をリードする強くしなやかな商船三井グループを目指す

商船三井グループ全役職員の日々の業務遂行、判断にあたって拠

り所となる価値観・強み、あるべき姿を示したものです。MOL 

CHARTに沿った行動、判断をすることにより、当社の企業理念、

長期ビジョンの達成に繋がるものと考えます。

MOL CHARTとは Challenge
大局観をもって、未来を創造します

Honesty
正道を歩みます

Accountability
「自律自責」で物事に取り組みます

Reliability
お客様の信頼に応えます

Teamwork
強い組織を作ります

2   Mitsui O.S.K. Lines

15mol_0703入稿_再校戻.indd   215mol_0703入稿_再校戻.indd   2 2015/07/14   16:302015/07/14   16:30


